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旭
川
市
開
基
百
年
記
念
式
典
は
九

〇
年
九
月
二
十
日
、
旭
川
大
雪
ア
リ

ー
ナ
で
五
千
余
人
が
参
加
し
て
盛
大

に
開
催
、
東
京
旭
川
会
か
ら
八
木
会

長
、
矢
野
副
会
長
ら
多
数
が
加
わ
り
、

次
代
の
郷
土
発
展
を
誓
い
あ

っ
た
。

式
典
で
は
光
陽
中

一
年
の
中
川
志

乃
さ
ん
が
、
百
年
記
念
作
文
の
う
ち

市
長
賞
を
え
た

「私
た
ち
の
旭
川
」

を
力
強
く
朗
々
と
述
べ
た
。

つ
い
で

開
式
宣
言
、
坂
東
市
長
式
辞
、
数
々

の
表
彰
な
ど
が
あ
り
、
明
治
四
十
年
、

旭
川
生
ま
れ
の
作
家
、
井
上
靖
さ
ん

か
ら
、
ふ
る
さ
と
に
想
い
を
馳
せ
た

詩
の
朗
読
が
あ

っ
た
。

つ
い
で
旭
川
実
業
高
校
三
年
の
戸

田
純
司
さ
ん
ど
旭
川
商
業
高
校
三
年
、
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故
井
上
靖
さ
ん
の
詩
を
朗
読

岩
田
早
苗
さ
ん
の
二
人
が
、
次
の
通

り

「旭
川
二
世
紀

へ
の
出
発
宣
言
」

を
読
み
あ
げ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
祝
賀
行
事
で
は
、

姉
妹
都
市
の
ア
メ
リ
カ
、
ブ
ル
ー
ミ

ン
ト
ン
市

・
ノ
ー
マ
ル
市
、
韓
国
水

原
市
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

述
べ
ら
れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て

「夢
咲
け
北
の
大
地
」
と
題
し
た

市
民
参
加
の
芸
能
ス
テ
ー
ジ
が
華
や

か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。　
　
　
“

旭
川
二
世
紀
へ
の
出
発
宣
言

郷
土
旭
川
が
、
開
基
百
年
を
迎
え

ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
百
年
の
歴
史
は
、

決
し
て
平
坦
な
道
程
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
達
の
曾
祖
父
母
は
、
川
を
渡
り

道
な
き
道
を
踏
み
分
け
て
こ
の
地
に

入
り
、
昼
な
お
暗
い
原
生
林
を
切
り

拓
き
、
冬
の
厳
し
さ
や
数
々
の
苦
難

を
克
服
し
、
今
日
の
礎
を
築
い
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
達
の
祖
父
母
や
父
母

は
、
た
く
ま
し
い
開
拓
精
神
を
受
け

継
ぎ
、
幾
多
の
試
練
を
乗
り
越
え
、

こ
の
地
に
根
を
張
り
豊
か
な
郷
土
に

育
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
百
年
の
刻
を
経
て
、

郷
土
旭
川
は
、
雄
大
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
人
口
３６
万
人
を
擁
す
る
北
北
海

道
の
拠
点
都
市
と
し
て
、
め
ざ
ま
し

い
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

今
ま
さ
に
、
旭
川
二
世
紀
の
扉
が

開
か
　
が
と
し
て
い
ま
す
ｏ

こ
の
屏
の
向
こ
う
に
は
、
き

っ
と

素
晴
ら
し
い
、
そ
し
て
、
輝
か
し
い

未
来
が
待

っ
て
い
ま
す
。

私
達
は
、
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
世
界
中
の
人
々
と
手
を
結

び
、
豊
か
で
平
和
な
社
会
を
築
く
た

め
の
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
世
界
に
誇

り
う
る
旭
川
と
し
て
、
限
り
な
く
発

展
す
る
よ
う
、
力
を
合
わ
せ
て
い
き

ま
す
。

郷
土
旭
川
の
新
た
な
る
歴
史
の
幕

開
け
と
出
発
を
、
今
、
こ
こ
に
、
宣

言

い
た
し
ま
す
。
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特
集
■
ふ
る
さ
と
開
基
百
年
記
念
行
事

つ

ｎ
ム

計

≒

Ｉ

量

ヴ曇

市
内
に
く

'リ

出
し
た
大
雪
ミ竜

弓

コ

イ
六
ン
ト
多
彩

一
九
九
〇
年
の
春
か
ら
秋
に
か
け

て
、
旭
川
市
の
開
基
百
年
を
祝

っ
て
、

市
民
参
加
の
手
づ
く
リ
イ
ベ
ン
ト
、

「市
民
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に

よ

っ
て
趣
向
を
こ
ら
し
盆
踊
り
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
百
メ
ー
ト
ル
の
の
り

巻
を
つ
く
る
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
も
あ

っ
た
。

６９
万
人
の
感
動

日
本
の
ま
つ
り

。
旭
川

九
〇
年
八
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま

で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
「
日
本
の
ま
つ

り

・
旭
川
」
は
、
全
国
の
有
名
な
ま

つ
り
十
五
団
体
を

一
堂
に
集
め
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
三
日
間
で
約
六
十

九
万
人
も
の
観
客
が
詰
め
か
け
た
。

常
磐
公
園
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

八
匹
の
竜
が
レ
ー
ザ
ー
光
線
で
映
し

だ
さ
れ
る
、
島
根
県
の
石
見
神
楽
。

火
の
粉
を
吹
き
上
げ
、
そ
の
中
を
勇

ま
し
く
歩
く
、
静
岡
県
の
手
筒
花
火

な
ど
が
次
々
と
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
通
り
を
ね
り
歩
く
パ

レ
ー
ド
に
は
、
多
く
の
市
民
が
参
加

し
た
ほ
か
、
首
を
の
ば
し
ュ
ー
モ
ラ

ス
に
表
情
を
変
え
る
、
四
日
市
の
大

入
道
や
、
爆
竹
を
な
ら
し
宝
玉
を
追

い
か
け
る
、
長
崎
の
竜
踊
り
な
ど
に
、

沿
道
を
う
め
た
観
客
が
わ
い
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
の
最
後
は
、
青
森
の

ね
ぶ
た
や
秋
田
の
竿
灯
、
徳
島
の
阿

波
お
ど
り
が

一
体
と
な
り
、
観
客
を

も
巻
き
こ
ん
で
の

一
大
フ
ィ
ナ
ー
レ

と
な

っ
た
。

一
流
の
演
技
に
感
動

伊
藤
み
ど
り
さ
ん
が
舞
う

「
９０
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
国
際
フ
ィ
ギ

ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
競
技
大
会
」
は
、
旭
川
市
開

基
百
年
を
記
念
し
て
、
十

一
月
二
十

二
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
大
雪
ア
リ

ー
ナ
で
華
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
大
会
は
、
世
界

一
流
の
ス
ケ

ー
タ
ー
が
参
加
す
る
と
あ

っ
て
、
四

日
間
で
延
べ
約

一
万
三
千
人
の
観
客

妙
　
）
会
場
は
割
れ
ん
ば
か
り
の拍
手

を
集
め
た
。

女
子
シ
ン
グ
ル
に
出
場
し
た
注
目

の
伊
藤
み
ど
り
選
手
は
、
得
意
の
三

回
転
半
ジ
ャ
ン
プ
な
ど
を
成
功
さ
せ

て
見
事
に
こ
の
大
会
の
三
連
覇
を
成

し
遂
げ
た
。

最
後
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
で
は
、

各
種
目
で
入
賞
し
た
選
手
達
が
、
競

技
と
は
違

っ
た
趣
向
を
凝
ら
し
た
ス

ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
演

技
を
披
露
し
、
会
場
は
笑
い
と
拍
手

の
渦
と
で
盛
り
上
が

っ
た
。

健
や
か
な
生
活
を
願
っ
て

健
康
都
市
宣
言

体
育
の
日
の
九
〇
年
十
月
十
日
、

開
基
百
年
に
当
り
旭
川
市
は
次
の
通

り

「健
康
都
市
宣
言
」
を
行

っ
た
。

近
文
公
園
の
完
成
記
念
式
典
と
併

せ
て
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

坂
東
市
長
や
代
表
の
中
学
生
十

一
人

と
と
も
に
約
二
千
人
の
参
加
者
が
声

高
ら
か
に
宣
言
文
を
読
み
上
げ
た
。

健
康
都
市
宣
言

わ
た
く
し
た
ち
の
ま
ち
旭
川
市
は
、

北
国
の
厳
し
い
風
土
の
中
で
先
人
の

た
く
ま
し
い
精
神
と
不
断
の
努
力
に

よ

っ
て
、
北
北
海
道
の
拠
点
都
市
と

し
て
発
展
し
て
き
た
。

い
ま
、
新
た
な
二
世
紀

へ
向
け
て
、

活
力
あ
る
躍
動
都
市
の
実
現
を
め
ざ

す
と
き
、
健
康
な
大
地
に
健
康
な
人

々
の
営
み
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
本
年
を
健
康
元
年
と
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位
置
付
け
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
の
共

生
を
図
り
な
が
ら
、
人
々
の
幸
せ
の

源
で
あ
る

「健
康
」
を
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

旭
川
市
は
、
す
べ
て
の
市
民
が
健

や
か
に
生
活
す
る
こ
と
を
願
い
、
市

民
の
英
和
を
集
め
て
諸
施
策
の
充
実

を
図
り
、
決
意
を
こ
め
て
、
こ
こ
に

「健
康
都
市
」
を
宣
言
す
る
。

輝
く
冬
の
夢
飛
行

旭
川
冬
ま
つ
り

３‐
回
目
の
旭
川
冬
ま
つ
り
は
、
旭

橋
の
河
川
敷
広
場
や
常
磐
公
園
な
ど

を
会
場
に
、
九
〇
年
二
月
七
日
か
ら

十
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
メ

ー
ン
会
場
の
河
川
敷
広
場
に
は
、
開

基
百
年
を
記
念
し
た

″
二
〇
〇
年
タ

ワ
ー
″
な
ど
、
五
基
の
大
雪
像
を
中

心
に
、
市
民
手
作
り
の
大
小
の
雪
像

百
基
あ
ま
り
が
並
ん
だ
。
ま
た
、
氷

彫
刻
世
界
大
会
が
開
か
れ
て
い
る
常

磐
公
園
で
は
、
市
民
に
よ
る
氷
彫
刻

コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ

や
会
社
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
七
十
チ
ー

ム
百
四
十
人
ほ
ど
が
、
懸
命
に
ノ
ミ

を
振
る

っ
た
。

十

一
日
に
は
、
″
一
〇
〇
年
タ
ワ
ー
″

に
設
け
ら
れ
た
ス
ノ
ー
ス
テ
ー
ジ
で

開
基
百
年
の
幕
開
け
を
祝
う
オ
ー
プ

ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
、
華
や
か
に
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

百
発
の
花
火
を
合
図
に
、
坂
東
市

長
が
、
開
基
百
年
の
幕
開
け
を
高
ら

か
に
宣
言
、
小
学
生
が
作
る
花
文
字

や
、
市
民
合
唱
団
に
よ
る

「若
い
街

か
ら
」
の
大
合
唱
な
ど
が
次
々
に
披

露
さ
れ
、
詰
め
か
け
た
大
勢
の
市
民

と
と
も
に
オ
ト
プ

ニ
ン
グ
を
祝

っ
た
。

】
＝
一
■
一
・■

，
一
ｉ
鼈
霧
■
Ｗ
響
難
難
靴
計
騨
枷
節
織
職
鐵
舗
鶴
罐
鍼
鶴
鐵
壽
繭
野
午
郡
動
理
轟
轟
甕
瀞
一

ず
「
速
鵡

贔

証

1鵡t

北
海
道
音
楽
大
行
進

北
　
）音
楽
大
行
進

地
元
旭
川
で
自
慢
の
第
五
十
八
回

北
海
道
音
楽
大
行
進
は
開
基
百
年
と

あ

っ
て

一
段
と
盛
り
上

っ
た
。
六
月

五
日
午
後

一
時
、
小
学
生
以
上
は
護

国
神
社
前
を
、
幼
児
た
ち
は
市
庁
合

う
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
、
延
々

と
大
パ
レ
ー
ド
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。

国
際
家
具
デ
ザ
イ
ン
展

″
デ
ザ
イ
ン
は
愛
、
本
と
く
ら
し
″

を
テ
ー
マ
に
国
際
家
具
デ
ザ
イ
ン
フ

ェ
ア
旭
川
９０
が
、
九
〇
年
七
月
二
日

か
ら
六
日
間
、
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
で
は
、
世
界

各
地
の
有
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る

作
品
、
時
代
を
代
表
す
る
歴
史
的
名

作
が
展
示
さ
れ
、
多
数
の
人
で
に
ぎ

わ

っ
た
。

花
咲
大
橋
が
完
成

金
星
橋
と
秋
月
橋
の
中
間
に
か
か

る
花
咲
大
橋
が
完
成
、
九
〇
年
九
月

二
十
五
日
、
開
通
し
た
。

こ
の
橋
は
、
片
側
二
車
線
で
長
さ

三
四
二
メ
ー
ト
ル
、
市
道
に
か
か
る

橋
と
し
て
は
最
大
。
デ
ザ
イ
ン
や
配

色
な
ど
も
、
景
観
に
調
和
す
る
よ
う

数
々
の
工
夫
が
な
さ
れ
、
橋
上
六
か

所
に
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
パ
が
楽

し
め
る
バ
ル
コ
ニ
ー
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
橋
詰
広
場
の
左

右
岸
上
流
に
は
彫
刻
が
そ
れ
ぞ
れ
設

置
さ
れ
、
「彫
刻
の
街

・
旭
川
」
に
ふ

さ
わ
し
く
市
内
で
五
番
目
の
彫
刻
橋
。

こ
の
橋
の
開
通
に
よ
り
、
春
光
、
末

広
地
区
と
新
旭
川
地
区
が
直
接
結
ば

れ
た
。

道
央
自
動
車
道
開
通

日
本
道
路
公
団
が
建
設
を
進
め
て

い
る
道
央
自
動
車
道
の
深
川
～
旭
川

鷹
栖
間
の
２７

・
２
キ
ロ
が
、
九
〇
年

十
月
二
十
日
に
開
通
し
た
。
開
通
区

間
に
は
北
国
の
自
然
を
題
材
に
し
た

ト
ン
ネ
ル
杭
内
の
レ
リ
ー
フ
、
常
磐
、

江
丹
別
、
嵐
山
と
い
う
三
つ
の
二
千

メ
ー
ト
ル
級
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、
札

幌
～
鷹
栖
間
が
今
ま
で
よ
り
十
五
分

間
短
縮
、　
一
時
間
五
十
分
程
で
結
ば

れ
た
。

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
道
北
地
域

だ
け
で
な
く
北
海
道
全
体
の
工
業
、

流
通
、
農
業
、
観
光
な
ど
の
産
業
の

活
性
化
に
役
立

つ
と
と
も
に
、
日
常

生
活
圏
が
広
が
り
、
市
全
体
の
発
展

や
活
性
化
に
結
び
つ
く
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。

近
文
公
園
が
花
咲
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に

市
民
か
ら
募
集
し
て
い
た
近
文
公

園

（花
咲
町

一
～
五
丁
目
、
運
動
公

園
）
の
新
名
称
は
、
「花
咲
ス
ポ
ー
ツ

公
園
」
に
決
ま
り
、
九
〇
年
十
月
十

日
に
行
わ
れ
た
近
文
公
園
完
成
記
念

式
典
で
発
表
、
十
五
人
の
入
選
者
を

表
彰
し
た
。

ま
た
、
総
事
業
費
約
八
十
二
億
円

を
か
け
、
総
合
運
動
公
園
と
し
て
工

事
を
進
め
て
き
た
近
文
公
園
は
、
噴

水
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
あ
る
中
央
広

場
の
造
成
を
最
後
に
、
同
年
九
月
に

完
成
し
た
。
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ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
国
王
陛
下
を
迎
え

八  開
木 桑 催
祐 本 さ
四 平 れ
郎 八 た
会 事

°

長 務
が 局
議 長
長 の
席 司

躊
い   

｀

旭
川
国
際
バ
ー
サ
ー
ス
キ
ー
大
会

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
カ
ー
ル
十
六
世

グ
ス
タ
フ
国
王
陛
下
が
、
九
〇
年
二

月
二
十

一
日
開
催
の
旭
川
国
際
バ
ー

サ
ー
ス
キ
ー
大
会

へ
ご
参
加
の
た
め
、

十
八
日
か
ら
四
日
間
、
初
め
て
旭
川

に
お
い
で
に
な

っ
た
。

第
十
四
会
総
会

ｏ
懇
親
会
は
平
成

二
年
十

一
月
九
日
午
後
六
時
か
ら
東

京

ｏ
新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

国
王
陛
下
は
、
札
幌
か
ら
特
別
列

車
で
旭
川
に
ご
到
着
に
な
り
、
駅
前

で
待
ち
受
け
た
五
百
人
余
の
市
民
の

熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
ら
れ
た
。
こ
の

日
の
午
後
に
は
、
早
く
も
バ
ー
サ
ー

ス
キ
ー
大
会
の
会
場
と
な
る
旭
川
競

馬
場
で
、

１０
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
試
走

さ
れ
た
ほ
か
、
市
内
各
地
の
ご
視
察

な
ど
、
滞
在
中
の
お
忙
し
い
日
程
を
、

精
力
的
に
す
ご
さ
れ
た
。

今
年
の
バ
ー
サ
ー
ス
キ
ー
大
会
は
、

世
界
的
な
暖
冬
と
雪
不
足
の
た
め
、

本
場
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
や
ア
メ
リ
カ
の

バ
ー
サ
ー
大
会
が
中
止
に
な
る
な
か
、

旭
川
で
も
、
関
係
者
の
懸
命
な
努
力

で
、
５
キ
ロ
と
１０
キ
ロ
の
２
コ
ー
ス

に
規
模
を
縮
少
し
て
、
よ
う
や
く
開

催
と
な
っ
た
。

国
王
陛
下
は
、　
一
万
人
あ
ま
り
の

参
加
者
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
の
合

図
を
さ
れ
た
あ
と
、
自
ら
も
前
日
の

３０
キ
ロ
に
続
い
て
、
５
キ
ロ
の
コ
ー

ス
を
楽
し
ま
れ
た
。

東
京
生
ま
れ
の
私
で
す
が
、
も

の
心
つ
い
て
か
ら
旭
川
市
の
永
山

で
育
ち
、
永
山
小
学
校
か
ら
旭
川

商
業
を
卒
業
す
る
ま
で
こ
の
北
の

都
で
す
ご
し
ま
し
た
。
丁
度
、
私

の
住
ん
で
い
た
の
は
永
山
農
林
学

校
の
校
庭
の
続
き
で
朝
な
夕
な
に
、

遥
か
に
大
雪
山
の
秀
嶺
を
仰
ぎ
、

少
年
期
か
ら
青
年
期
に
か
け
て
育

く
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

永
山
の
わ
が
家
か
ら
大
雪
の
嶺

々
を
あ
か
ず
眺
め
て
い
ま
す
と
時

々
刻
々
と
移
り
変
わ
り
ま
す
。
四

季
お
り
お
り
の
様
子
も
違

つ
て
い

て
素
晴
し
い
の

一
語
に
尽
き
ま
し

た
。
い
ま
も
故
郷
を
訪
れ
る
度
に

大
雪
山
に
接
し

「あ
ぁ
、
帰

っ
て

き
た
ん
だ
な
ぁ
」
と
い
う
実
感
が

雲
の
よ
う
に
わ
き
ま
す
。

こ
ん
ど
旭
川
市
開
基
百
年
の
式

典
と
祝
賀
行
事
に
参
加
の
た
め
久

々
に
旭
川
に
参
り
ま
し
て
、
秀
峰

大
雪
に
接
し
、
昔
の
ま
ま
の
雄
姿

に
何
か
ほ
っ
と
し
た
思
い
で
し
た
。

旧
旭
川
市
内
の
町
の
様
子
も
、
ま

た
永
山
も
す

っ
か
り
変
り
歳
月
人

を
待
た
ず
と
感
じ
た
中
で
大
雪
の

山
々
だ
け
は
昔
の
ま
ま
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。

式
典
会
場
の
「大
雪
ア
リ
ー
ナ
」

に
は
私
を
含
め
東
京
旭
川
会
か
ら

会
長
の
八
木
さ
ん
、
事
務
局
長
の

桑
本
さ
ん
の
二
人
が
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は

企
画
、
構
成
、
演
出
と
も
に
す
ば

百

年

記

念

式

典

に

参
加
し
て

矢
野
　
正
康

ら
し
い
も
の
で
し
た
。
と
く
に
私

の
印
象
に
残

っ
た
の
は
作
家

・
井

上
靖
先
生
が
、
旭
川
の
本
、
ナ
ナ

カ
マ
ド
に
託
し
て
読
ま
れ
た
二
編

の
詩
と
記
念
講
演
で
し
た
。

先
生
は

「あ
あ
、
北
の
王
都

・

旭
川
の
、
常
に
天
を
望
む
、
凛
平

た
る
詩
精
神
―
―
」
と
お

っ
し
ゃ

り
、
私
た
ち
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。

最
後
に

「旭
川
二
世
紀

へ
の
出

発
出
発
宣
言
」
に
は
目
頭
を
お
さ

え
る
ほ
ど
感
激
を
覚
え
ま
し
た
。

男
女
二
人
の
高
校
三
年
生
が
鼓
笛

隊
の
先
導
で
入
場
し
、
壇
上
か
ら

堂
々
と
、
高
ら
か
に
出
発
宣
言
を

読
み
あ
げ
ま
し
た
。

「今
ま
さ
に
、
旭
川
二
世
紀
の

一扉
が
開
か
れ
ん
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
扉
の
向
こ
う
に
は
、
き

っ
と

素
晴
ら
し
い
、
そ
し
て
、
輝
か
し

い
未
来
が
待

っ
て
い
ま
す
…
…
」

こ
の
若
い
宣
言
の
通
り
旭
川
は

二
十

一
世
紀
に
向

つ
て
大
い
な
る

巨
歩
を

一
歩
、　
一
歩
と
踏
み
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
わ
が
旭
川
は

ど
の
よ
う
な
未
来
に
向

っ
て
展
開

し
て
い
く
の
か
。
明
る
く
、
豊
か

に
、
大
き
く
発
展
の

一
途
を
た
ど

っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

千
古
不
変
の
大
雪
山
は
百
年
の

歴
史
を
じ

っ
と
眺
め
て
き
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
旭
川
を

よ
り
温
か
く
見
守
り
続
け
て
欲
し

い
と
願
う
も
の
で
す
。

（東
京
旭
川
会
副
会
長
）

平
成
２
年
１１
月
９
日
、
東
京

・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催

て
議
案
の
審
議
に
入
っ
た
。

第

一
号
議
案

（平
成
元
年
度
事
業

報
告
並
び
に
決
算
報
告
）で
は
、
同
事

い ら 務
る 収 局

琶 彙 景
会 算 ら
計 は 説
監 適 明
査 正

｀

幸艮 に 興肇
告 処 崎
が 理 弘
あ さ 監
り れ 事
承 て か

認
さ
れ
た
。
第
二
号
議
案

（平
成
二

年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
）
に

入

っ
た
。
予
算
案
に
つ
い
て
、
懇
親
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上 :料理も豪華な懇新会会場。

左 :八木会長 (左 )か ら坂東旭川市長に記念品が贈られた。

下 :ミ ス旭川も姿を見せて楽 しい抽選会。

会
費
を

一
万
円
に
増
額
し
た
件
で
説

明
が
　

）
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

次
に
旭
川
市
開
基
百
年
記
念
式
典

に
八
木
会
長
、
矢
野
正
康
副
会
長
が

参
列
、
特
別
功
労
賞
を
受
け
た
な
ど

の
報
告
が
あ

っ
て
、
と
ど
こ
お
り
な

く
総
会
を
終
了
し
た
。
ま
た
、
東
京

旭
川
会
か
ら
旭
川
市

へ
開
基
百
年
を

記
念
し
て
、
絵
画

（三
浦
白
誘
画
伯

作
「北
海
し

を
寄
贈
す
る
旨
、
披
露

が
あ

っ
た
。
引
き
続
い
て
の
懇
親
会

は
、
武
田
陽
子
幹
事
が
司
会
に
登
場
、

八
木
会
長
が

「雪
の
季
節
の
郷
土
旭

川
を
偲
ん
で
ご
歓
談
下
さ
い
。
来
年

は
、
ま
た
趣
向
を
変
え
て
実
施
し
ま

す
の
で
お
誘
い
合
わ
せ
お
越
し
下
さ

い
」
と
挨
拶
。
ミ
ス
旭
川
の
宇
都
宮

澄
子
、
山
口
二
葉
両
嬢
が
八
木
会
長
、

矢
野
副
会
長
に
花
束
を
贈
呈
、
祝
電

が
披
露
さ
れ
た
。
北
海
道
ふ
る
さ
と

連
合
会
会
長
、
北
海
道
ク
ラ
ブ
会
長
、

旭
商
同
窓
会
会
長
、
五
十
嵐
広
三
、

今
津
寛
両
代
議
士
か
ら
、
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
ｏ

乾
盃
の
音
頭
は
旭
川
市
商
工
会
議

所
小
山
昌
克
副
会
頭
。
元
気
よ
く
杯

を
あ
げ
た
。
会
場
に
は
、
旭
川
市
の

ポ
ス
タ
ー
、
行
事
の
写
真
、
ビ
デ
オ

で
開
基
百
年
の
記
念
式
典
や
日
本
の

ま
つ
り
の
映
像
が
流
れ
、
郷
土
色
い

っ
ぱ
い
。
午
後
七
時
近
く
に
な

っ
て
、

坂
東
徹
旭
川
市
長
が
到
着
。
あ
ら
た

め
て
八
木
会
長
か
ら
絵
画

（日
録
）

の
贈
呈
。
旭
川
市
か
ら
東
京
旭
川
会

へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

つ
い
で
、

市
長
は

「旭
川
出
身
の
作
家
、
井
上

靖
先
生
の
お
宅

へ
お
礼
に
伺
い
、
こ

ち
ら

へ
向
う
途
中
東
京
名
物
の
交
通

渋
帯
に
あ
い
、
遅
れ
ま
し
た
。
開
基

百
年
を
記
念
し
て
、
旭
川
の
神
楽
出

身
の
三
浦
画
伯
の
作
品
を
、
ち
ょ
う

だ
い
し
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
旭

川
の
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
に
飾
り
ま

す
。
記
念
式
典
に
は
、
八
木
会
長
、

矢
野
副
会
長
の
ご
参
列
を
い
た
だ
き

華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ｏ

記
念
事
業
と
し
て
、
二
月
二
十

一

日
、
国
際
バ
ー
サ
ー
ス
キ
ー
大
会
に

は
、
ス
ェ
ー
デ
ン
国
王
の
参
加
が
あ

り
、
夏
の
日
本
の
ま
つ
り
に
は
十
五

の
県
が
参
加
し
、
そ
の
芸
を
旭
川
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
旭
川
二

世
紀
に
向
け
て
の
大
切
な
年
を
迎
え

人
口
三
十
六
万
人
の
都
市
に
ふ
さ
わ

し
く
充
実
を
は
か
り
た
い
」
と
述
べ
ら

れ
た
。
こ
こ
で
西
田
育
子
幹
事
か
ら

市
長

へ
花
束
贈
呈
、
続
い
て
旭
川
市

関
係
の
来
賓
を
紹
介
。
中
に
は

「
お

ば
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
」
の
ご
挨
拶
も

あ
り
市
長
選
で
四
選
を
果
さ
れ
た
坂

東
市
長
を
よ
く
ア
シ
ス
ト
さ
れ
た
優

子
夫
人
の
日
焼
け
し
た
顔
も
あ
り
歓

談
の
輪
が
あ
ち
こ
ち
に
。
懇
親
会
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
二
代
目
桜

川
ぴ
ん
助
社
中
に
よ
る
江
戸
芸

「
か

っ
ぽ
れ
」
が
演
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後

恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
、
多
く
の

賞
品
寄
贈
が
あ
り
、
抽
選
の
半
券
を

片
手
に
読
み
上
げ
ら
れ
る
番
号
に

一

喜

一
憂
。
万
歳
三
唱
で
し
め
く
く

っ

た
。
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８
回

私
の
ふ
る
さ
と
旅
日
記

六
月
四
日
午
前
十
時
四
十
分
発
の

日
本

エ
ア
シ
ス
テ
ム
機
で
出
発
の
た

め
、
午
前
九
時
前
か
ら
三
々
五
々
羽

田
空
港
Ｊ
Ａ
Ｓ
カ
ウ
ン
タ
ー
前
の
東

京
旭
川
会
の
小
旗
の
前
に
集
合
し
た
。

今
回
の

一
行
は
大
城
栄
子
副
会
長
を

団
長
と
す
る
七
十
二
人
で
あ
る
。
係

か
ら
渡
さ
れ
た
リ
ボ
ン
を
胸
に
つ
け
、

そ
れ
ぞ
れ
塔
乗
手
続
き
を
す
ま
せ
、

定
刻
に
飛
び
立

っ
た
。
所
要

一
時
間

三
十
五
分
、
午
後
零
時
十
五
分
に
旭

川
空
港
に
到
着
。
六
月
の
旭
川
の
空

気
は
ひ
を
ぐ
り
と
爽
や
か
だ

っ
た
。

空
港
で
は
、　
一
行
の
乗

っ
た
飛
行

機
の
折
り
返
し
便
で
、
国
際
バ
ー
サ

ー
大
会
に
来
旭
さ
れ
た
ス
ェ
ー
デ
ン

国
王
に
お
礼
言
上
の
た
め
、
ス
ェ
ー

デ
ン
に
出
発
さ
れ
る
坂
東
徹
旭
川
市

長
に
お
出
迎
え

い
た
だ
い
た
。
大
城

団
長
に
旭
川
市
か
ら
花
束

の
贈
呈
が

あ

っ
た
≒

拠 ]

葬

バ
ス
で
、
バ
ー
サ
ー
橋
、
西
神
楽

を
通

っ
て
昼
食
会
会
場
の
高
砂
台
レ

ス
ト

ハ
ウ
ス
に
向

っ
た
。
レ
ス
ト

ハ

ウ
ス
前
で
は

一
行
の
記
念
写
真
を
撮

っ
た
。
ま
わ
り
に
は
レ
ン
ゲ
、
ツ
ツ

ジ
が
い
っ
ぱ
い
。
朱
色
、
う
す
い
黄

色
、
忘
れ
か
け
て
い
た
郷
上
の
色
だ

っ
た
。

会
場
で
は
旭
川
市
の
井
上
昇
助
役

ら
関
係
の
方
々
が
各
テ
ー
ブ
ル
に
分

散
し
て
着
席
、
桑
本
平
八
東
京
旭
川

会
事
務
局
長
の
司
会
で
歓
迎
昼
食
会

が
始
ま

っ
た
。
最
初
に
大
城
栄
子
団

長
よ
り
昨
年
夏
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・

イ
ン
旭
川
で
三
十
二
人
の
子
ど
も
達

が
大
変
お
世
話
に
な

っ
た
こ
と
人

の

感
謝
と
お
礼
の
言
葉
を
八
木
裕
四
郎

東
京
旭
川
会
会
長
に
代

っ
て
述
べ
ら

れ
た
。
井
上
助
役
よ
り
旅
行
団

一
行

の
最
年
少
者
二
歳
の
伊
塚
幸
子
ち
ゃ

ん

へ
花
東
が
お
く
ら
れ
た
。　
ニ
コ
ニ

コ
と
可
愛
ら
し
い
。
井
上
助
役
が
、

「
ジ
ェ
ッ
ト
機
就
航
記
念
に
端
を
発

し
た
郷
土
訪
間
の
旅
も
八
日
目
。
こ

と
し
は
招
魂
祭

（護
国
神
社
例
大
祭
）

の
育
宮
で
思
い
出
も
ひ
と
し
お
と
思

う
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
た
。
ま
た
、
小

桧
山
享
旭
川
市
商
工
会
議
所
会
頭
か

ら

「東
京
旭
川
会
の
総
会
、
懇
親
会

に
は
毎
年
出
席
し
て
い
る
。
い
ま
、

開
基
百
年
以
降
に
残
す
旭
川
を
真
剣

に
考
え
て
い
る
。
旭
川
市
の
人
口
は

三
十
六
万
六
千
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少

し
て
い
る
。
会
社
、
企
業
の
誘
致
。

百
万
人
を
収
容
す
る
宿
泊
施
設
の
確

保
。
旭
川
の
経
済
を
潤
す
観
光
、
経

済
、
旭
川
の
人
間
関
係
の
温
か
さ
を

伝
え
た
い
。
山
美
し
く
、
水
清
く
、

人
の
心
の
温
か
い
旭
川
を
発
展
さ
せ

た
い
。
東
京
旭
川
会
の
皆
さ
ん
は
旭

川
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
大
使
で
す
」
と
、述

べ
ら
れ
た
。
会
食
が
始
ま
り
、
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
料
理
を
か
こ
み
、
郷
土
の

酒
、
ワ
イ
ン
で
乾
杯
。

（須
藤
知
恵
子
記
）

道
南
巡
り
の
旅
楽
し

今
回
私
は

「第
八
回
郷
土
訪
間
の

旅
」
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
実
は
五
月
の
中
旬
、
旭
川
市

立
高
女
同
窓
会
東
京
支
部
の
お
集
り

の
折
、
関
口
和
子
様
か
ら
、
旭
川
会

の
旅
行
に
お
誘
い
を
受
け
た
。

六
月
六
日
、
道
南
巡
り
の

一
行
二

十
七
人
は
、
午
前
九
時
Ｊ
Ｒ
旭
川
駅

に
集
合
。
同
郷
の
よ
し
み
で

一
行
の

方
々
と
は
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
。九
時

三
十
分
発
北
斗
８
号
に
乗
車
、
い
よ

い
よ
出
発
で
あ
る
。
札
幌
で
ホ
ワ
イ

ト
ア
ロ
１
６
号
に
乗
り
換
え
、
車
窓

に
広
が
る
北
海
道
の
原
野
、
現
わ
れ

て
は
過
ぎ
る
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
紫
、
自

に
眼
を
奪
わ
れ
る
。
列
車
は
や
が
て

紺
青
の
海
に
沿

っ
て
走
る
。
駒
ヶ
岳

が
見
え
出
し
た
。

午
後
三
時
、
大
沼
公
園
駅
着
。
バ

ス
で

「
ホ
テ
ル
・
ニ
ッ
ト
ー
大
沼

」

へ
。
す
ぐ
大
沼
遊
覧
に
お
出
か
け
の

方
も
い
ら
し
た
が
、
私
達
同
室
の
三

人
、
団
長
の
福
原
博
子
様
と
関
口
様

は
べ
　

）
で
ひ
と
休
み
。
夕
食
会
後
、

七
時
に
バ
ス
で
ホ
テ
ル
を
出
発
、
世

界
三
大
夜
景
の

一
つ
函
館
の
夜
景
見

物
に
。
四
十
分
程
で
函
館
山
の
麓
に

到
着
。
修
学
旅
行
の
バ
ス
な
ど
で
身

動
き
も
な
ら
ぬ
渋
滞
、
ガ
イ
ド
さ
ん

が

「降
り
て
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
の
駅
ま

で
三
百
メ
ー
ト
ル
程
歩
い
て
下
さ
ど

と
い
う
。
関
口
様
と
二
人
暗
い
中
を

は
ぐ
れ
な
い
よ
う
に
手
を
繋
い
で
登

り
始
め
た
。
し
か
し
息
切
れ
が
し
て

二
人
と
も
皆
様
に
つ
い
て
行
け
な
い
。

断
念
し
て
バ
ス
に
戻
る
。
夜
景
は
見

ず
じ
ま
い
。

翌
七
日
、
午
前
九
時
ホ
テ
ル
出
発
、

再
び
大
沼
公
園
駅

へ
。
二
輛
編
成
の

可
愛
い
い
函
館
行
ア
イ
リ
ス
号
に
乗

る
。
線
路
の
両
側
は
な
つ
か
し
い
エ

ゾ
松
の
防
雪
林
、
三
十
分
で
函
館
駅

着
。
連
絡
船
の
な
く
な

っ
た
駅
は
昔

日
の
活
気
が
見
ら
れ
な
い
。

駅
前
か
ら
観
光
バ
ス
で
市
内
観
光

に
出
発
、
千
代
ヶ
台
を
経
て
五
稜
郭

公
園

へ
。
榎
本
武
揚
が
七
年
の
歳
月

を
か
け
て
築
い
た
と
い
う
城
。

エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
展
望
台
に
上
る
と
、
見

事
に
五
光
星
を
型
ど

っ
た
城
塁
が

一

望
の
も
と
に
見
渡
せ
た
。

つ
い
で
ト

ラ
ピ
ス
チ
ヌ
女
子
修
道
院
。
門
を
入

っ
た
前
庭
よ
り
先
は
立
入
り
禁
止
、

緑
濃

い
樹
木
に
包
ま
れ
た
館
、
修
道

女
の
影
を
見
る
べ
く
も
な
い
。
男
子

禁
制
の
修
道
院
の
庭
に
、
聖
ミ
カ
エ

ル
像
は
唯

一
の
男
性
で
あ
る
。

バ
ス
は
昨
夜
渋
滞
で
い
け
な
か

っ

た
函
館
山
の
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
駅
に
着

く
。
七
十
人
乗
り
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
五

分
間
で
山
項

へ
。
標
高
三
百
三
十
メ

ー
ト
ル
。
臥
牛
山
と
も
い
う
。
展
望

台
か
ら

一
望
の
函
館
市
は
地
図
の
通

り
の
海
岸
線
、
昼
間
見
て
も
絶
景
で
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IW卜 て 後 歳 年 く名

1鷺 半音場栗遥森ヘ

苺¢え興貸響些肇
卜 た 早 ブLで さ

｀

決
°

く段 生 ん 碁

た 日 で 勝 同 下 天 期 げ 勝  杯 ル fl‐ ^°
の 加

°
ll~^し/元 新 て 利 小 争 を 段

公 藤 同 十 た 戦 人 も の 林 奪 獲 を
式 IL年 九

°
決 上

｀
記 さ 戦 得 破

戦 夫
｀
年 同 勝 戦 昭 録 ん に し り

夕 十 第
｀
五 で 優 和 の の も た 優

イ 段 二 棋 十 杉 勝 五 集 足 優
°
勝

卜 に 十 聖 四 内
°
十 積 跡 勝 こ

｀

ル 初ヒ三11実 書iZ稚 1司  ^ 
°
 は し σ)イ初

を 戦 期 九
｀
男 五 年 ざ さ た 年 の

獲
｀
十 段 九 九 十

｀つ な
° ｀

タ
得二 段 戦 段 段 二 第 と が  首 イ
し 度 戦 優

°
を 年 一 あ ら  相 ト

昭
和
六
十
年
に
名
入
位
、
天
元

位
も
獲
得
し
て
、
こ
の
年
、
「旭
川

市
民
栄
誉
賞
」
を
贈
ら
れ
た
。
翌

年
に
棋
聖
、
名
人
、
十
段
、
天
元

の
四
冠
王
と
な
る
。
平
成
二
年
に

第
十
四
期
棋
聖
戦
七
番
勝
負
で
大

竹
英
雄
九
段
の
挑
戦
を
四
勝

一
敗

で
退
け
て
五
連
覇
、
藤
沢
秀
行
名

誉
棋
聖
に
続
い
て
史
上
二
人
目
の

「名
誉
棋
聖
」
と
な
る
。
こ
の
お
り

の
対
局
の
う
ち
第
二
局
は
旭
川
市

開
基
百
年
記
念
と
し
て

一
月
二
十

日
か
ら
二
月

一
日
ま
で
、
旭
川
市

ニ
ュ
ー
北
海
ホ
テ
ル
で
記
念
行
事

が
行
わ
れ
、
同
年
十
月
二
日
か
ら

三
日
間
、
名
人
戦
第
二
局
は
同
じ

く
開
基
記
念
と
し
て
旭
川
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

歩
く
の
が
日
課
で
趣
味
は
テ
ニ

ス
、
礼
子
夫
人
は
木
谷
九
段
の
二

女
。
真
面
目
な
人
柄
は
好
感
が
も

た
れ
て
い
る
。

高砂台 レス トハウスでの記念写真

あ
る
。
大
森
浜
の
啄
木
碑
を
遠
く
見

て
、
函
館
港

へ
と
進
め
る
。
船
で
湾

内
を

一
周
。
今
夜
の
お
宿
は
湯
の
川

の

「湯
の
浜
ホ
テ
ル
」
。

八
日
早
朝
、
ホ
テ
ル
裏
の
砂
浜
を

同
室
の
方
達
と
散
策
。
釣
り
を
し
て

い
る
人
に
教
え
ら
れ
て
防
波
堤
か
ら

の
ぞ
く
と
、
透
き
と
お

っ
た
海
に
無

数
の
ウ
グ
イ
の
群
。
思
わ
ぬ
見
も
の

に
し
ば
し
見
と
れ
る
。

朝
食
後
す
ぐ
に
バ
ス
で
函
館
駅
前

の
朝
市

へ
。
毛
ガ
ニ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

に
買
い
込
ん
で
宅
急
便
に
し
て
も
ら

う
。
函
館
発
午
前
十
時
十
三
分
で
札

幌

へ
。
車
中
配
ら
れ
た
ト
ウ
キ
ビ
の

お
い
し
か
っ
た
こ
と
。
洞
爺
駅
の
短

か
い
停
車
中
に
、
役
員
の
方
達
の
早

業
で
買

っ
て
下
さ
っ
た
カ
ニ
弁
当
、

こ
れ
ま
た
美
味
し
か
っ
た
こ
と
。
十

三
時
十
三
分
千
歳
空
港
駅
着
。
千
歳

発
十
四
時
四
十
分
、
羽
田
に
向

っ
た
。

ｔゝ

猪
び
の
旅
行
は
快
晴
に
恵
ま

れ
、
何
の
事
故
も
な
く
全
員
無
事
に
、

快
適
に
、
楽
し
く
道
南
巡
り
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
ひ
と
え
に
役
員

の
方
々
の
周
到
な
計
画
と
、
細
心
の

気
配
り
に
よ
る
も
の
と
、
誠
に
感
謝

感
激
で
あ
る
。
　

　

（磯
美
恵
子
記
）

「郷
土
訪
間
の
旅
」
総
会
の
席
で

会
員
の
皆
様
に

「郷
土
訪
間
の
旅
」

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お

願
い
し
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
別

表
の
通
り
三
百
七
十
七
人

（会
員
数

の
４７
％
）
の
方
か
ら
回
答
を
項
き
ま

し
た
。

こ
れ
を
参
考
に
今
後
幹
事
会
な
ど

で
検
討
し
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に

会
と
し
て
の
結
論
を
出
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

か
ら
み
て
④
⑤
は
郷
土
訪
間
の
旅
と

は
別
に
会
の
行
事
と
し
て
実
施
す
る

か
否
か
の
問
題
と
考
え
ま
す
。

「郷土訪間の旅」アンケー ト集計

1  回 答 総 数 377 総数に対する%

① 従来通り、毎年実施 21%

② 隔年又は3～ 5年毎 100 279イ

③ 取り止め 4%

④  国内旅行 36 10%

⑤  l毎列訪魚イ子 5%

⑥ 無回答 126 339る

第
八
回
郷
土
訪
間
の
旅
参
加
者

（敬
称
略
、
順
不
同
）

大
城
栄
子
、
土
肥
ち
い
子
、
小
栗
隆

治
、
羽
田
陽
子
、
大
田
清
美
、
新
海
矩

子
、
荻
野
京
子
、
宮
下
弥
生
、
地
崎
恭

枝
、
斉
藤
寿
子
、
河
端
鐵
男
、
中
田
雪

子
、
中
田
安
雄
、
西
田
育
子
、
坂
東
幸

子
、
坂
東
勝
利
、
須
藤
智
恵
子
、
森
真

弓
、
森
由
美
子
、
高
橋
正
夫
、
幸
充
輝
、

福
原
博
子
、
塩
野
谷
昭
平
、
花
輪
元
治
、

志
倉
美
子
、
土
屋
寿
次
、
斉
藤
初
子
、

高
橋
文
子
、
織
田
典
子
、
伊
塚
清
、
伊

塚
幸
絵
、
鴻
上
修

一
、
島
田
嘉
明
、
山

下
喜
代
次
、
山
下
華
子
、
亀
井
歓

一
、

福
田
智
江
子
、
福
田
哲
也
、
福
田
民
江
、

畠
山
龍
英
、
自
川
貴
孝
、
布
ロ
カ
ョ
、

林
茂
、
武
田
陽
子
、
矢
崎
利
江
、
折
登

建
憲
、
折
登
園
枝
、
関
口
和
子
、
小
西

信
、
橋
本
裕
子
、
鈴
木
安
之
助
、
伊
藤

英
子
、
本
間
敏
弘
、
本
間
富
美
子
、
関

晃
、
長
谷
川
光
彦
、小
須
田
富
男
、
柴
田

静
子
、
園
城
つ
る
子
、
寺
田
慧
美
子
、

三
浦
久
子
、
杉
本
哲
男
、
山
田
勝
久
、

高
橋
敏
雄
、
原
公
朗
、
水
野
潔
夫
、
磯

美
恵
子
、
佐
々
木
憲

一
、
竹
原
茂
雄
、

遠
野
均
、
古
川
勝
吉
、
桑
本
平
八

ご
寄
贈

ｏ
ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

旭
川
市
長
、
旭
川
市
議
会
議
長
、
旭

川
商
工
会
議
所
会
頭
、
旭
川
観
光
協
会

会
長
、
旭
川
国
際
バ
ー
サ
ー
ス
キ
ー
大

会
実
行
委
員
会
、
高
砂
酒
造
、
男
山
、

十
勝
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
、
合
同
酒
精
、

ニ
ッ
カ
ウ
イ
ス
キ
ー
、
旭
川
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
、
毎
日
新
聞
社
、
エ
ア
シ
ス
テ

ム
東
京
支
店
、
佐
賀
商
店
、
日
立
電
線
、

薬
日
本
堂
、
大
心
堂
雷
お
こ
し
、
五
建

工
業
旭
川
営
業
所
、
プ
ロ
セ
ス
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ュ
ア
、
美
容
室
テ
ー
コ
、
オ
ー

ト
ク
チ

ュ
ー
ル
伊
藤
英
子
、
東
京
美
装

興
業
、
田
村
縫
工
、
吉
田
敏
明
、
大
城

栄
子
、
本
間
敏
弘
、
福
原
博
子
、
佐
々

木
憲

一
、
八
木
祐
四
郎
。
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事
務
局
日
誌

一千

九

二

～
二

ｏ
八

上
量

▽
９
月
４
日
＝
第
１
回
幹
事
会
、
会
計

監
査
▽
１０
月
２０
日
＝
第
２
回
幹
事
会
▽

１０
月
２７
日
＝
第
１３
回
総
会
、
懇
親
会
▽

‐２
月
１
日
＝
第
１
回
郷
土
訪
間
の
旅
委

員
会
▽
１２
月
１２
日
＝
小
桧
山
名
誉
顧
問

黄
緩
褒
章
受
章
祝
賀
会
に
祝
電
▽
１２
月

‐４
日
＝
Ｊ
Ａ
Ｓ
と
の
打
合
せ
▽
平
成
２

年
１
月
１８
日
＝
第
１
回
広
報
委
員
会

（会
報
編
集
会
議
）
▽
１
月
２３
日
＝
第
３

回
幹
事
会
▽
２
月
１４
日
＝
第
２
回
広
報

委
員
会
（会
報
発
送
）
▽
３
月
２３
日
＝
Ｊ

Ａ
Ｓ
と
の
打
合
▽
４
月
５
日
＝
第
２
回

旅
行
委
員
会
▽
４
月
１６
日
＝
郷
土
訪
問

の
旅
会
員
募
集
案
内
発
送
▽
５
月
１８
日

＝
第
４
回
幹
事
会
▽
６
月
４
日
＝
第
８

回
郷
土
訪
間
の
旅
出
発
、
大
城
団
長
他

７２
名
▽
７
月
６
日
同
行
事
委
員
会
▽
７

月
３０
日
＝
実
行
委
員
会
▽
８
月
２３
日
＝

第
５
回
幹
事
会

平
成
元
年
度
収
支
決
算

一千

九

・
一
～
二

・
八

上
量

（収
入
の
部
）

繰
入
金
　
　
　
　
五
四
五
、
三
九
九
円

懇
親
会
費
　
一
一、

一
一
八
、
三
〇
〇
円

年
会
費
　
　
　
　
エハ
四
九
、
○
○
○
円

名
簿
売
上
代
金
　
　
　
　
　
五
〇
〇
円

寄
附
金
　
　
　
　
　
四
八
、
七
〇
〇
円

雑
収
入
　
　
　
　
　
　
一二
、
〇
九
四
円

合
計
　
　
　
一二
、
三
六
四
、
九
九
二
円

（支
出
の
部
）

懇
親
会
費
　
一
一、
二
七
〇
、
〇
七
五
円

印
刷
費
　
　
　
　
一二
ハ
一
、
三

一
三
円

通
信
費
　
　
　
　
一
四
二
、
五
五
九
円

会
議
費
　
　
　
　
一
一
一〇
、
三
四
三
円

交
際
費
　
　
　
　
　
五
九
、
九
二
七
円

事
務
費
　
　
　
　
　
　
五
、　
一
五
〇
円

手
数
料
　
　
　
　
　
一
五
、
四
二
八
円

雑
費
　
　
　
　
　
　
一
一
、
四
九
六
円

支
出
計
　
　
一
一、
九
八
六
、
三
〇

一
円

繰
越
金
　
　
　
　
一二
七
八
、
六
九
二
円

合
計
　
　
　
一二
、
三
六
四
、
九
九
二
円

以
上
の
会
計
事
項
に
つ
い
て
監
査
の

結
果
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
め
ま
す
。

平
成
元
年
九
月
四
日

．
　

ヽ

監
事

　

皇
小崎
　
弘

・南
　
栄
二

M区      生  ル ○  東    木    学
ビ 上      町  フ ー  恋    五    園
ル 岡   五 ・ 一 ケ  1 町 九 1 園 五 |八 〇 二 五

〃酒
学
〃を
教
え
る

「サ
ン
ト
リ
ー
ス
ク
ー
ル
」

旭
川
市
出
身
の
福
西
英
三
さ
ん
が

校
長
を
勤
め
る

″酒
学
″
の
「サ
ン
ト

リ
ー
ス
ク
ー
ル
」
。
　
ア
マ
チ

ュ
ア
と

プ

ロ
の
部
が
あ
り
、
ァ
マ
の
部
を
紹

介
す
る
と
―
―
。

▽
先
着
順
に
ワ
イ
ン
専
科

（定
員

四
十
人
）
カ
ク
テ
ル
専
科

（同
五
十

人
）
▽
時
間
＝
ワ
イ
ン
専
科
毎
週
土

曜
日
午
後
六
時
半
か
ら
二
時
間
、
カ

ク
テ
ル
専
科
毎
週
火
曜
日
午
後
六
時

か
ら
二
時
間
、
と
も
に
八
日
で
修
了

す も 数 酒 前  丸 a一 卜▽L一
《ヽ 高 な ノ 三 |り 講

と 通 ワ カ 卒 お 内 四 五 1習
い リ イ ク

｀
福 線 七 |ス 料

う の ン テ 早 西
｀
○ 三 ク 各°

知
｀
ル 大 さ 銀 |一 |二

識 力 入 中 ん 座 七
｀
ル 万

は ク 門 退 は 線 七 新
L三

お テ
L弐

旧 赤 三 井 は 千
ぼ ル な 文 旭 坂 一 ビ 港 円

迭ヽ雪喜秀t tt Iぢ 見I
れ 科 書 中 旧 駅 下

・
階 赤 サ

ま と 多 の 弘  鉄
｀
坂 ン

の 退 ど務 場  さ 未 費 お 今  ご 日 の 長 りの 力 も協  事
都 会 を 局 合 ◇ る 納 で か 年 ◇ 協 二 を く ま 方 に に 力 ◇ 務
度  お に

°
入 よ の 会 け 度 会 賛 千 残 旭 す 々 つ お く旭 局

⇒ /送 紹 ご
｀
う方 の し か 費 を 円 し川 が か い 願 だ 川 か

務 つ り介 入 退 お は 運 ま ら納 お
｀
た 市

｀
ら て い さ 市 ら

局 い し下 会 会 願 な 営 す 二 入 願 一 い に 会 ご は 申 い 開 の
に て ま さ 希

｀
い る が が 千 に い 人 と記 員 協

｀
し

゛
基 お

ご は す い 望 住 申 べ 賄
｀
円 つ 申 で 思 念 全 賛 百 上 総 百 願

一 お
° °

の 所 し くわ 皆 と い し も い と員 を五 げ 会 年 い
報 手 ま 入 方 な 上 早 れ 様 な て 上 多 ま しの い 十 ま の 協
を 数 た 会 が ど げ 期 て か り

°
げ くす て 総 た 余 し ご 賛°

で 住 申 あ の ま に お ら ご 年 ま の の 立 意 だ 人 た 案 募
も所 込 れ 変 す 納 りの 負 会 す 会 で 派 と い の 募 内 金｀

変 書 ば 更
°
入 ま 年 担 費

°
員

｀
な し て 会 金 と に

そ 更 な 事 の  下 す 会 を は  の 一 も て お 員 協 と ご

五
〇

一

電
話
＝
〇
四
五
―
八
四
七
―
二
五
七
八

六
頁
　
井
野
栄
子

自
宅
＝
〒

一
二

一
０
足
立
区
南
花
畑
四

―

一
二
―

一
四
―
二
〇
九

電
話
＝
三
八
八
五
―
四
四
四
八

二
七
頁
　
茂
川
ト
ョ

自
宅
＝
〒
三
二
六

・
浦
和
市
領
家

一
―

六
―

一
七

電
話
＝
〇
四
八
―
八
八
六
―
二
三
二
三

五
〇
頁
　
針
木
康
雄

自
宅
＝

一
五
〇

・
渋
谷
区
代
官
山
町
七

―
二

電
話
＝
三
四
六

一
―
九
四
三
〇

▽
名
簿
削
除

六
七
頁
　
士
口
田
二
郎

以
上
二
年
十
二
月
一日
現
在
会
員
七
八

〇
人

編
集
後
記

▽
今
号
の
発
行
が
大
幅
に
遅
く
な

っ

た
。
会
員
の
中
に
は

「ま
だ
出
な
い
の

で
す
か
」
と
広
報
委
員
に
電
話
を
か
け

て
く
る
方
も
い
て
、
す

っ
か
り
恐
縮
す

る
。
Ａ
委
員
が
都
合
が
つ
く
と
Ｂ
委
員

の
都
合
が
つ
か
な
い
な
ど

一
同
顔
を
そ

ろ
え
る
こ
と
が
出
来
な
く
て
、
お
く
れ

に
お
く
れ
た
次
第
。
　
一

▽
と
こ
ろ
で
第
十
四
回
の
総
会

ｏ
懇

親
会
に
は
予
想
よ
り
や
や
集
ま
り
が
悪

か
っ
た
。
幹
事
さ
ん
の
お
骨
折
り
で
「か

っ
ぽ
れ
」
登
場
と
な

っ
た
の
だ
が

″
吸

引
力
″
は
い
ま
ひ
と
つ
。
い
い
ア
イ
デ

ア
が
あ

っ
た
ら
お
知
ら
せ
を
。

▽
開
基
百
年
に
東
京
旭
川
会
か
ら
も

多
数
参
加
す
る
。
故
郷
は
か
な
り
の
規

模
で
、
か
な
り
の
資
金
を
か
け
て
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
大
々
的
に
盛
り
上
げ
た
と

い
う
が
、
果
し
て
他
都
市
か
ら
ど
の
位

お
客
を
引
き
寄
せ
え
た
も
の
か
。
も
ろ

も
ろ
を
考
え
る
と
お
祭
り
気
分
で
う
か

れ
て
ば
か
り
お
ら
れ
ま
い
。

▽
広
報
委
員
の
二
人
が
平
成
二
年
秋

十
月
、
旭
川
商
業
卒
業
五
十
年
目
の
修

学
旅
行
に
参
加
し
た
。
上
野
駅
で
旭
川

か
ら
上
京
し
た
学
友
と
合
流
、
計
二
十

余
人
で
熱
海
に
く
り
出
し
た
。
昭
和
十

六
年
十
二
月
、
繰
り
上
げ
卒
の
老
Ｏ
Ｂ

で
あ
る
。
「五
十
年
は
長
す
ぎ
ま
し
た
。

お
互
い
に
忘
れ
て
い
て

『あ
ん
た
誰
ご

な
ど
と
い
わ
れ
困
り
ま
し
た
」
な
ど
、

往
時
ぼ
う
ぼ
う
夢
ぼ
う
ぼ
う
。

▽
今
号
も
八
木
会
長
方
の
会
議
室
を

借
用
し
て
編
集
に
当

っ
た
。
総
会

・
懇

親
会
の
写
真
は
毎
日
新
聞
社
写
真
部
の

中
西
浩
編
集
委
員
を
わ
ず
ら
わ
せ
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
　
　
（Ｉ
）

▽
本
紙
の
編
集
ス
タ
ッ
フ
＝
桑
本
平

八
、
田
村
昌
士
、
大
久
保
藤
次
郎
、
須

藤
智
恵
子
、
伊
藤

一
男
、
橋
本
裕
子
、

高
橋
文
子
。


